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大 阪 平 野 の 発 達 史

一 ：℃ 年 代 デ ー タ か ら み た 一

梶　山　彦太郎＊ ・市　原 実
＊＊

（1972，5．9 受理）

1， まえがき

　筆 者 らは，1965年 2月 6 日東京で 開 らか れた 第四 紀総

研主 催の
璽「
沖積世に お け る海水準変化の シ ソ ポ ジ ウム

”

に お い て ， 剛 C 年代 デー
タ か らみ た 大阪 の 沖積層

”
と

い う題で 講演 した こ とが あ る．こ の 論文は ，上記 シ ン ポ

ジ ウム で の講演を 骨組み とし，新 しい 資料を補足 し，繩

文時代以降の 大阪平野の 古地 理復元に 焦点をあわせ て，

作成 し た もの で あ る．

2．大阪 の 沖覆層

　 は じめ に，大阪平野を構成 し てい る沖積層とその 基盤

層 （第 1図） に つ い て，それ らの 概略を
“c 年代試料採

取地点 （第 4 図）の地 質柱状図に も とつ い て 説明し よ う．

しか し ，

MC
年代試料の 多くは，建設工 事現場 の 地表下

の 露頭か ら採取 された もの で あ っ て ，それ ら露頭 の 下底

は沖積層基底に ま で 達して い ない こ とが多い ．こ の よ う

な場合に は，同工 事現場または そ の 付近 で お こ なわれた

ボーリ ン グ ・デー
タ をもちい て 基底まで の 地質柱状図を

作成 し，現地 で の 観察 に よ る地質柱状 図 との 境界に は横

線を入 れ て 区別 して おい た （第 2 図）．

　 大阪 の 沖積層を最初 に 研究した 山根新次 （1930）は ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 て ん ま

沖積層を 梅 田層 （沖積新層） と天満層 （沖積古層） に 分

けた．第 2 図 6 ・14・18の 地質柱状図は 山根の 梅田層 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ん ば

天満層 の 模式 に 相当す る．槇 山 次 郎 （193e） の 難波貝層

は第 2 図 13〜ユ4 聞に 位置す る細 砂質 の 含貝化石層 であ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r んぱ

　る。梅 田層 ・難波貝層は 難波累層 （池辺展生 ， ig52）と

し て
一

括 され る．難．波 累 層は ウ ル ム 最盛期以降の 地層

で ， その 最大層厚は35m を こ え る （第3 図）．

　 難波累層 の 中核には厚さ最　k　15m以上 に達する海成粘

土層が あ っ て ，大 阪で は梅 田粘土 層，尼崎付近 で は 尼崎

粘土層とよ ば れ てい る．こ の 海成粘土 層は ，い わ ゆ る繩
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かわ ち

’』
交海進 の 盛期に，大阪平野 （上町台地以東の 河内平野 と

．
同台地 以西 の 狭義 の 大阪平野をあわ せ た もの） を疚 くお

お っ た 内湾に堆積 し た地層で あ っ て ，そ の 分布地域 の 中

央部で厚 く，周縁部で は薄くなりしば しば砂質の 含貝化

　 　 　 大阪市東淀川 十三 郵便局

　 ＊＊ 大阪市立大学理学 郎地学教室

第 1図　大阪平野の 沖積層基底等深線図

　0 ．P ，土 Om ・コ 東京湾中等潮位一1．30m を基準とす
「

　 る．こ の 図は 大阪地盤図に むとつ い て い る．A − B

　は 第 5 図の 位置を示 す．

石層に 移化す る．海成粘土層よ り上 位 の 地層は ，お もに

内湾を 埋 め て い っ た 砂 礫質 の 三 角州 頂上 層
・砂 州堆積層

や沼沢堆積層である．海成粘土層よ り下位に は ，砂礫 ・

シ ル ト
〜粘土か らな る厚さ数〜10数 m の 地層があ り，し

ば しば泥炭層を挾在 し て い る．な お ，大阪湾 の to〜30m

深 の 海底で は ， 上 記の 海成紡土層の堆積が ひ きつ づ い て

お り，湾岸で は ，埋立工事や浚渫工 事 の ため に 判然 とは

しな い が，三 角州や 砂州 の 発達がつ づ い て い る．

　天満層は難波累層に 不整合に お お わ れ て い る い わ ゆ る

洪積層で ，その 砂礫質部は 西大阪の百尺礫層 ・第一滞水

層に 連続す る と考え られ てい る．百尺礫層は建築・土木関

係で もちい られ て い る名称で，西 大阪で は一般に 地表下

100尺 まで 基礎杭を うち 込め ば，杭 の先端が支持礫層に

到達す る こ とに 由来する．百尺礫層をも含め た広義の 天
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第 2図　犬阪平野の
UC

年代試料採取地点の 地質柱状図

満層は，最近で は その 大部分が 段丘 相当層と推 定 されて

きて い る （N ．IkEBE　et　aL ，1970），しか し なが ら同層

と大阪層群 ・段丘層さ らに は難波累層 との 関係に は ， 未

解決の 問題が まだ 多く残されて い る，天 満層り 問題 （第

5 図）に つ い てば 別 の 機会に述 べ る こ とに した い ．

　大阪 平 野の 沖積層の 詳細 に つ い て は，J．　TAKENAKA

（1954），市原実 （1959）．藤田和夫 ・前 田保夫 （1966，

1969） の 研究 ， 大阪地盤図 （日本建築学会関西 支部
・土

質工 学会関西支部編 tg66）な どを参照 し て い た だ きた

い ，

3． ユ℃ 年代データにつ い て

　大阪平野の 発達史を 明 らか に す るた め の
一助とし て ，

筆者 らは ，

UC
年代測定用試料を採取 し，学習院大 学 理

学部木越研究室に 測定を 依頼 し て きた ．現在，ウ ル ム 最

盛期以降の 年代を 示す試料は ，筆者らの 14試料 （市原実

・木越邦彦，1960，1962 ；K ・KTGOSHI，　Y ・TOMIKURA ＆

K ．ENDo，
1962 ；K ．　KIGosm ＆ K ．　EN コo ，

1963 ；K ・

K ：GOsHI ，　D ．LIN ＆ K ．　ENDO，
1964 ： 木越邦彦 ・宮崎明

子，正966） に ，山根 徳太郎の 2 試料 （K ．KIGOSHI，　 Y ．

ToMIKuRA ＆ K ．　 ENDo
，
1962 ；K ．　KIGosHI ＆ K ．ENDo ，

1963 ；山根徳太郎 ，
1964），藤田釉夫 の 2 試料 （藤田和

夫 ，！966 ；木越邦彦 ・宮崎明子，！966），千地 万造の 2

試料 （
“ c 年代小委員会，ユ969）をあわ せ て ，20試 料 と

なっ てい る （ig・t表 ・第 2図 ・第 4 図）．

　 こ れ ら20試料の うち ，4 試科 （難波宮
一2 ・

難波宮 。
　 　 　 　 　 　 くさか

森 の 宮遺跡 ・日下貝 塚）は 遺跡か ら採取 した もの ，1試

料 （深野南） は ぶ一リン グ ・コ ア
ーで ， 他の 15試料は い

ずれ も建設工 事現場 の 地 表下 の 露頭や排出土か ら採取 さ

れた もの で あ る．建設工事現場 の 露頭 や排出土 か らは ，

良好な化石 を 多量に 採取で きるだ けで なく，古地理解明 、

の鍵 とな る貴重 な
：℃ 年代測定試料を採取で きる こ とが

多い ．沖積層の 蘇究，と くに 平野の 発達史の 研究に は，

地 表下 の 地層を 多 くの工事現場で 直接観察す る こ とが，

極 め て 重要 で ある．

4．大 阪平 野 の発 達史

　第 1蓑に 示 した
UC

年代値は，遺跡
・
貝塚 の もの を の

ぞい て，層序的に み て 2 つ に 大分 され る．そ の 1っ は，

大漲平野下 の 梅田粘土層 よ り下位 の 層 準 の もの で ，約

20000〜9000年 B ・P ，の年代を示す．他の 1つ は，同平野

下 の梅 田粘 土 層の 上限付近 よ り上 位の 層準 の もの で ， 約

7000年 B ．P ．よ り若い 年代を示す．筆者 らの 現 E まで の

調査結果か らは，残念な が ら，1℃ 年代値と試料採取層

準との 関係を こ れ以上 は 層序 学 的に 換討で きな い ．しか

し なが ら，筆者らは ，同一地 点 の近接 した 上 ・下 2 層準

か ら採取した試料 の
1
℃ 年代値が，い ずれ も地層の 上 下

関係 と矛盾しな い 値を 示す こ とか ら，第 1表に 示 され て

い る
1
℃ 年代値は信頼度 の 高い もの と考え て い る．

　 こ こ で は，
MC

年代値 と 各地 質柱状図
・・
遣跡

・
員塚 と

の 関係を説明し，さ らに 既存ボーリソ グ ・データ，遣跡

・貝塚 の 分布，微地 形，史実 な どの 資料を総合 し て，大

阪平野の 発達史に つ い て 考察す る．

　 なお ，1℃ 年代 と繩文
・弥生 時代の 各期の 対応に つ い
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第 1表　大阪平野 の 沖積層
・遺跡 ・貝塚産試料の

1
℃ 年代値蓑

翻 ・ 一
・齶 1 試料採馳 i地表下深度 1試 料luc　tai … … 調査 ・試料採取者

1234

．

5

∠

り

70Qq101234

．
弓1

ノ
リ

78Q

／

0

11

玉

19
砲

GaK 一

〃

〃

〃

〃

　 　 324

＿　　114

＿　363
＿　292

− 　362

〃

〃

〃

〃

〃

＿　213
＿　490

＿　 169
　 　 170

＿　 168

〃

〃

〃

〃

〃

＿　 293

− 1461

− 　 i66

＿　 279

− 　 491

〃　 ＿　 278

〃　 − 1641

〃　 ＿　 110

〃　 ＿　 167
〃　 − 　 lll

難波宮一2 ＊

難波宮
＊＊

淡路新 町 一2

森の 宮遣跡

淡路新町
一1

南蘇町

藻川
一i

庭窪一2

日下貝塚

庭窪一1

服部

茨田諸ロ
ー1

通天閣

扇町

藻川
一2

門真≡…島

茨 田諸 ロ
ー2

大阪駅

薪大阪駅

深野甫

mmm

　

m

600

表

5

翫

氏

乞

地

7．

材

　
殻

殻

殻

　

材

木

　

貝

貝

貝

　 　 　 3．5 皿

　　 約 6m

3，0 〜3 ．5m
　 　 　 O．7m

35 〜4．Om

3．0 〜 4．O　m

　　 約 4m

45 〜5．Om

7．0〜io．Om

川床下約 2m

約7．Om

約 5m26

。9 皿

22．Om19

．7m

植

　

　
殻

殻

　

材

材

腐

　

　

貝

貝

貝　殻

　材

貝　殻

貝　殻

　材

　

　

　

炭

炭

殻　

材

材

貝

　

　

泥

泥

1530　土　 80

t610 土　 90

t610 土　 80

1soe　±　　i　20

2260 ±　 9D

2270　±　100

2700 土　 90

2820 ±　 90

3060　土　　1芝0
4260　d：　110

4450　土　　140
4500 ±　 80
4840 土　120

4870　± 　　150

5960 土　 90

61重0　土　！60
6650 ±　14Q

9360　±　　190

t2730　土　3，ro
19800　ゴ：　300

幽根徳太郎
　 　 〃

梶山彦太郎

　 　 〃

〃

　 　 〃

藤 田和夫

梶 山 彦太郎

　 　 〃

〃

　 　 〃

千地万造

梶山彦太郎

　 　 〃

藤田和夫

　梶山彦太郎

　千地 万造

市原実 ・国　鉄

　梶山彦太郎

市原実 ・応用地質

＊
孝徳天皇難波長柄豊碕宮

一
天武朝難波宮一聖武朝難波宮 （A ・D ・645〜793） の 宮跡

zz
仁徳天皇 （ca ・A ・D ・400）時代 の住居跡

て は ，渡辺直経 （！966） ・芹沢長介 （tg67）の 論文 を参

考に した ．

4 − 1　 古大阪平野の 時代から古河内平野 の 時代　（約

　　　200GO〜9000年前）

　約 20000年前 （ウ ル ム 最盛期） か ら約9000年前 （繩文

時代早期初頭）に か け て の
1
℃ 年代値と し て は ，深野甫

（GaK −111）・新大阪駅 （GaK −・167）・大阪駅 （GaK −lto）

の 測定値がある．こ れ らの 試料 の 採取層準は ，い ずれ も

大阪平野下 の 梅 田粘土層 よ り下位の 層準 で あ る、

　 ウ ル ム 最盛期の 平野 の 古地形 は 沖積層基底等深線図を

もとに し，同期以降の 侵蝕を考慮 し て復元 され るは ず で

あ る．第 1 図の 大阪沖積層基底等深線図 は大阪 地 盤 図 に

もとつ い て い る．しか し，同地盤図 の 説明に もある よ う

に ，沖積層基底を 正薙に 判定 で きない とこ ろ もあ っ て ，

こ の 図 は ま だ 確定的 な もの で は ない ．た とえ ば，藤 田和

夫 ・
前 田保夫 （1966，1969）の 尼崎 ・西宮地域 の 沖積層

基底等深線図 と大阪地 盤図の それ とで は ，武庫川 ・猪名

川 ・神崎川下流地域で か なりの くい 違い を示 し て い る．

そ の 理 由は ，藤田 ・前田が沖積層下部 と し た 砂礫層が 大

阪地盤図で は 基底 よ り下位 の 地 層と され て い る こ と に 起

因 して い る．大阪平野 の沖積層基底面 は，それを砂礫層

と砂礫層 の 間 に 求 め ね ば な らな い 場 合 も多 く，そ の 識別

は容易で は な い ．い くつ か の 問題が残され て は い るけれ

ど も，第 1図 は ウル ム 最盛期に お け る現大阪平野全域 の

古地形 の 大 略 を 示 す唯一の 図で あ る．

　約 20COO 年前に は ， 古淀川 は 古猪名川 ・古武庫川 ’古

大和川 （柏原以西 の 現在 の 大和川は，新大和川 とも よば

れ ，江 戸時代宝永元年 ・1704年に 幕府と岸和田 ・三 田 ・

明石
・
姫路

・
大和高取 ・丹波柏原の 諸藩に よ っ て 僅か 8

ケ 月間 で 掘削 された）の 川水を集め 大阪湾地域 を 西南流

し，さ らに 大 阪湾中央 部の 現海 水 面下約70m 深 で 古 明石

川をあわ せ ， 由良瀬戸を通 りぬ け南流 し て い た．こ の 古

水 系 は古大阪川 と名づ けられ て い る 籘 田和夫 ・鎌 田清

吉 ，　1964）．

　深野南 の ボ
ー

リ ン グ （第 2 図 ・20） で は，最上部 の 腐

植土をともな うシ ル ト質粘土層の 下位に 海成粘土層があ

り ， そ の 下位に は 粘土 まじり砂層 ・泥炭層が存在す る．
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第 3図 ．大阪沖積層の 層序 ・層相区分の 模式柱状図

　大阪 の 沖積層 は 難波累層と よばれ，そ の 中（核）部を

　構成 して い る海成粘土 層が梅田粘土 層で ある．

沖積層 の 基底 は 打撃数か ら地裘下約 22m に あ る薄い 泥炭

層 の 下 底 と判断され る ．地表下 ig．7m か ら採取 した ミ ツ

ガ シ ワ （Menyanthes 　trifeliata）の 種子化石をふ くむ泥

炭試料 の
1
℃ 年代は ！9800 土 300年B ．P ．で あ る．古大阪

川水系が発達 した ウル ム 最盛期の 河 内平野深野地域 に は

沼沢 が拡が り，気候 は 現在 よ り寒冷 であっ た ．筆 者 ら

は ，こ の 時代 を 古大阪平 野 の 時代 と よぶ こ とに する．深

野南 の ボーリソ グ柱状図か らは ，ま た ，そ の 後の 海水 面

上昇 に ともな っ て河内平野地域 1こ海が侵入 し た こ と ， 深

野付近 は ご く最近 ま で 沼 沢地 で あ っ た こ とを 知 り うる ．

　新大阪駅 の 地質柱状図 （第 2 図
・19）は ，同駅基礎 工

事の た め に 東海道線〜新幹線連絡 口 付近 で お こ な わ れ た

ア ン ダーピ ニ ソ グ工 事現場か らの 排 出 土 を観察 ・採取

し，現場 で の 聞 き こ み に もとつ い て作成 し た．こ こで

は ，天 満層の 砂礫 層を 不整合 に お お っ て ，1m 内外の 砂

層があ り， そ の 上位 （地表下22m）に ア シ （Phragmites

comm ＃ nis）や藍鉄鉱 （V三vianite ）を ふ くむ厚さ20cm 内

第 4図　14C
年代試料採取地 点 と大阪沖積層基底等深

線 を示 す 図 （0 ．P．土 Om ＝東京湾中等潮位一1．30

　 m を 基準 とす る ，）

外 の 泥炭層 が あ る． こ の 泥炭 の
1
℃ 年代は 12730±340年

B ．P ．で ある．さ らに 上 位に は 約 2m の 淡水 成 シ ル b 層，

ヒ メ ヌ マ コ ダキ ガ イ （Potam ・c・rbula 　amurensis 　ta
’ka −

t＃kayamensis ）　の 密集部分を と も な う約 2m の
’
シ ル ト

層をへ て ，
ヒ メ カ ノ コ ア サ リ （VeremolPa　micra ）・シ

ズ ク ガ イ （Theola　l”brica）などをふ くむ 海成粘土層か

ら次第に ハ v グ リ （Meretrix 　lzasoria）・マ テ ガ イ（Solen

strictus ）などをふ くむ瀕海成の砂層に ，そ し て遂 に は

河 成 の 三 角州頂上層 に 移 りか わ っ て ゆ く．こ の 地質控状

図か らは ，河
一
沼沢

一
湖

一内湾
一
瀕海

一
河 と環境が 変化

し，海 水 面上昇とそ の こ の 埋積を知 る こ とが で きる．

　新大阪駅 の 基礎 は ，多数 の 長大な コ ソ ク リート杭 の 上

に 置 かれ て い る．こ れ らの杭先端の 到達深度 を 沖積層基

底深度 と み な すと，同基底面 は 4m 以下 の 起伏 を もっ た

なだ らか な面とな る ．約 12730年前に は ，こ の 起伏面を

お お っ て ，川床 ・沼沢地が ひ ろが っ て い た と 推 定 され

る．こ の 地域 に 海が 侵入 し た の は ヒ メ ヌ マ コ ダ キ ガ イの

層準で あ る。

　大阪駅 の
t℃ 年代試料は ク ヌ ギ （Quercecs　acutissim の

の 材 で ， 同駅東ロ ガ ー ド東方 50m 地 点で お こ な われ た ア
’

ソ ダーピ ＝ ソ グ工 事現場か ら採取され た （地 表下，26．9
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m ，第 2 図 ・18）．材化石産出層は海成粘土層直下 の 粘

土質砂層 で あ っ て ，その 層相 か ら海水1酊 こ近 い 位置 で 堆

積した地層 と考え られる．材化石 の
1℃ 年 代 は 9360 土

190　ce　B ．　P ．で ある． こ の 年代値 は ， 神奈川県夏島貝塚

で繩文早期初頭 の 土器 とともに 出土 した ヵ キ殻（M −769）

の 9450土 400年 B．P ．， 同 じ く木炭 （M −770） の 92CO±

500年 B ．P ．（芹沢長介，1959）に ほ ぼ一致す る．し た が

っ て ， 約9360 年前すなわち繩文時代早期初頭 の海水面

は，現在 よ り20m 以上低位置 に あ っ た と推定 され る．こ

の 時代 に は ，河 内平野地域 に は 海水 は ま だ 侵入 し て い な

い ，筆者らは ，こ の 時代を 古河内平 野の 時代 とよぶ こ と

に す る．

　更新世 ・完新世 境界は 約 10250 年 B ．P ．（S．HANSEN ，

1965）と考えられ て い るが，大阪 で の こ の境界 は い ま の

と こ ろ第 2 図
・18及 び 第 3 図の 地質柱状図に 示 した 大阪

駅に お け る沖積層 の 基底に 求 め る の が妥当で あ ろ う，ま

た新大阪駅 の 地 質柱状図 （第 2図 ・tg） で は，同境界は

泥炭層 の 上位の 淡水成 シ ル ト層中に 求め られ る．更新世

・完新慢境界時 の海水面は現在 よ り25m 以上低位置にあ

っ た と推定 され る．

4 − 2　河内湾 1の時代 （約7000〜6000年前）

　約7000〜6000年前 （繩文時代前期前半） の
14C

年代値
　 a んだ もろ ぐち　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 か ど ま

に ｝よ茨 田諸 ロ
ー2 （G凝（−kl41）　・門真三 島　（GaK −278）・

藻川
一2 （GaK −491） の 測定値が ある．

　茨田諸 口 の 試料 は ，大阪市下水処理場建設 工 事現場 の

地表下 の 露頭か ら，千地 万造に よ っ て 採取 された もの で

ある （第2 図12 ・17） ．茨 田諸 ロ ー2 は ク ジ ラの 肋骨や

ヵ キ の 化石をふ くむ地表下 3．5〜5．Om の 海成 シ ル ト層 の

下部 よ り， 茨 田諸 ロ ー1は 同 シ ル ト層の 上 部か ら 採取 さ

れ た 材化石 である．茨田諸ロ ー2 の
1
℃ 年代は 6650土 140

年 B ・P ・で あ る．本シ ル ト層の 下位 に は 海成粘土層が あ

り，上位に は 砂質シ ル ト層 さらに 河成 と推定され る砂層

が か さ な る．

　門真三島の 試料は
， 門真シ 尿処理 場建設現場 の 地表下

約7．Om の含貝化石砂層か ら採取 され た 貝殻で あ り （第

2 図 ・16），そ の
UC

年代 lt　6110± 160年 B ・P ・で あ る，

カ ガ ミガ イ （ヱ）osinia 　J
’
aPonica ）・d イサ ギ （Macoma

tefeyeensis）・オ ォ ノ ガ イ （MPta　J
’
aPenica ）・オ キ シ ジ ミ

（Cyolina　orientalis ） などの 貝化石をふ くむ こ の 砂層の

下位に は ， 付近 の ボ ーリン グ ・データ に よれば，海成粘

土層が 存在す る．一方，上位に は シ ズ ク ガ イ ・チ ヨ ノ ハ

ナ ガ イ （Raeta　P”leheUの ・ウ ラ カ ガ ミ （Dosinia　ang ・

ttlesa ）・イ ヨ ス ダ レ （PaPhia　ttndeclata ）な どを ふ くむ

粘土層 （地表下7．0〜6．Om ），サ ン ドパ イ プ をともな う

粘土層 （地褒下 6．0〜4．Om ） ， さ らに シ ル ト層 ・砂層を

へ て ，藍鉄鉱や草根をともな う淡水 粘 土 層 （地表下 2．5

〜O．8m ） に うっ りか わ っ て い る．
　 　 　 　 　 　 た の う

　藻川 の 試料は 田 能付近 の 藻川左岸改修工 事現場か ら採

取された もの で あ る （藤田和夫 ，
1966）．藻川

一2 は ノll

床下 約 2m の 青灰色砂層中の 材片，藻川
一1 は同砂層を

お お う厚 さ約 6m の 砂 礫 層 基底部 産 の 材で あ り （第 2 図

ア ・15）， 藻川
一2 の

1
℃ 年代 は 5960土 90年 B ．P ．を 示

す．青灰色砂層 は 付近 の ボ ーリ ソ グ ・データか ら海成層

の ほ ぼ上限にあた る と推定 され てい る．

　茨田諸 ロ ー2 ・門真三島 ・藻川一2 の データ は ， 約70eo

〜6000年前 に ， 大阪平野 （狭義） ・河内平野 に 広 く海 が

侵入 した こ と， 海水面が現在 とほ ぼ 同じ水準 に 達し た こ

とを示 し て い る．約9000年前に は海水面は 20m 以上低位

置に あ っ た か ら，そ の こ 2000〜3000年間 の 海水面上昇 は

急激なもの であっ た に違い ない ．第 6 図は 約7000〜6000

年前 の 古地 理図で あり，海岸線は 大阪地盤図 の 貝化 石産

出地点 と筆者 ら の データ に もとつ い て推定され て い る．

こ の 時代を筆者ら は 河内湾 1の 時代 と よ ぶ こ とに す る。

　 　 Aqp
．tOm −
−10　

一
曹20　冒
−3e
−40 　

−
−50

B
一

　 　 　 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 500m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匡Σ認　碍 　　　躍 ！　砂　　　　匚：］　粘 　土 　　  　侮棲員

第 5図　大阪沖積層 の 模式断面図 （堂島川
一
中之it　一東横堀川 ，応用地質調査事務所資料提供）

　　　　こ の 断面図は 山根新次 （1930） の 梅 田 層 ・天満層 の 模式地付近 の もの で あ る．大阪層群を切 る断層

　　　　は 千里丘 陵西縁 を 雨北に は し る 仏念寺山断層 の 延長 で あ る．こ の 図中の 天 満層は ，上 町 層 に 相当す

　　　　る可能性が大きく， 断層に 切られ て い ない ．　　　　　　　　　　　　　
’
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第 6 図　河内湾 1 の 時代 （約7000〜6000年前，繩文

　　　　　時代前期前半） の 古地理 図

河 内平 野をお お っ た 海は ，東は 生駒山麓， 南 は 八 尾 付

近 ， 北 は 高槻付近 に ま で達した．上町台地西縁 ・千里丘

陵西南縁に は海蝕崖が形成され，偏 西 風 の 影 響 の も と

に ，現在 の 松屋町筋付近 に は 砂浜が っ づ き，その 浜 の 延

長とし て ， 上町台地北方 の 天満付近 に は 砂 州 が 発 達 し

た．なお，猪名川とそ の 分流 の 藻川 は ，こ の 時代以降 の

汀線 に そ っ て 形成 され た 砂 州 の 影響を うけ て 同 じ よ うな

曲線をえがき海に そそい で い る．

4 − 3　河 内湾 llの時代 （約5000〜4000年前）

　 約5000〜4000年前 （繩文時代前期末〜繩文時代中期）

の 陀 年代値 と して は，扇 町 （GaK −279）・通天閣 （GaK
−166）・茨 田諸 1コ ー1（GaK −i461）・服部．（GaK −293） ・

庭窪
一1 （GaK −168） の 測定値 がある ．

　 扇町 の 試料は ， 大阪読売羝聞社墓 礎工 事 現場 で ，地 表

下 7．O〜io・O皿 の 含貝化石砂層か ら採取 した 貝殻 で，そ

の
1‘C 年代は 4870土 150 年 B ・P ．で あ る （第 2 図 ・14）．

同含貝化石層は p
マ ツ ヤ マ ワ ス レ ．（Callisia　chinensis ）

・ア サ リ （Amygdala　」

’
aPonica ）・サ ル ボ ウ （Anadara

subcrenata ）・ツ メ タガ イ （Neverita　didyma）・バ イ

　（βabylonia ゴゆ oπ fcの ・ウ ミ ＝ ナ （BatiUaria 甥 配飯一

formis）・カ ガ ミ ガ イ な ど を含有し，砂州の 前面 斜面 の

堆積層 で あ る．上位の 砂 ・砂礫層は 砂州 とし て発達した

地層と推定され る．貝層 の 下位 の 砂層基底 まで が 沖積層

で，それ より下 位 は 天満層で あ る．

　 通 天 閣 の 試料 は，通天閣基礎工 事現場 で 地表下 4．5 〜

5．Om の 貝化石 を 含有す る細砂層か ら採取した 貝殻で ，

そ の
UC

年代 は4840± t20ffB．P ．で ある （第 2 図 ・13），

貝層は下 位 の 硬い 粘土層 を 不 整合に お お い ，硬い 粘土層

中に は 貝層の 砂 に 充嗔さ れ た サ ソ ドパ イ プが み とめ られ

る．こ の 不 整合面 は波蝕台 の 表面で あっ て，上町台地西

縁で は前の 時代か らひ きつ づ き海蝕が お こ なわ れ た と考

え られ る．通天閣の
1℃ 年代は波蝕台の 形成 の 開始が 少

な くと も約5000年前 よ り古い こ とを示 して い る．

　 茨 田諸 ロ
ー1の 試料 は，前項 で の ぺ た よ 5に 同

一2 試

料を産出し た 海 成 シ ル ト層 の上 部か ら採 取 され た 材化石

で あ る （第2 図工2 ・17）．そ の
1
℃ 年代は 4500土80年 B．

P ・で あっ て，当時の 河内平野1こ は な お海が存続した 、

　 服部の 試料は， コ ソ ク リート・タ ワ冖基礎工 事現場 の

地表下3、0〜4．Om の 含貝化石砂層か ら採取 した 貝殻で ，

そ の
IIC

年代は 4450 ± ！40年 B ．P．で あ る （第 2 図 ・11）・

同砂層は オ オ ノ ガ イ ・ハ マ グ リ ・サ ル ポ ウ ・カ ガ ミ ガ イ

などの 貝化石を産出し ， 波 うち ぎわ に 近 い 砂質の海底の

堆積層で あ る．また 同砂層は ，現在 まで の と こ ろ，海棲

貝化石を含む沖積層 とし て 最高 の 標高 （0 ．P ．十 2．2m ，

O ・P ・土 Om は 東京湾中等潮位一1BOm ） を も っ て い て，

当時 の 海水面 は 現在 と同じか それ よ り高位に あっ た と推

定され る．

　庭窪の 試料 は大阪市浄 水 場建 設現場か ら採 取 さ れ た

（第2 図 8 ・10）．庭窪一1は，地表下 3．5 〜4・Om の マ

ガ キ （Ostrea　gigas ）・ウネ ナ シ ト マ ヤ ガ イ （Neet「 aP −

eziznt ゴゆ θ短 伽 甥 ） な どを ふ くむ砂層中か らの 貝殻で，

そ の
llC

年代は 426e土 110年 B ．P ．で あ る．マ ガ キ の 化 石

は 試 料採取地 点だ け で な く庭窪付近 の 同層準に 広 く分布

して い て ，こ の 地 域が 淀川 の 三 角州の 発達に ともない ，、

淡 水 の 影 響を うけは じ め た こ とを示 し て い る ．同貝層 の

上 位 に は植物遺体片 を多量に ふ くむ淡水成砂層 （地表下

3．0〜3．5m ，庭窪
一2 は 本層中の 材） ・河成の 砂層がか

さな っ て い る．

　扇 町 ・通天閣 ・茨 田諸 ロ
ー1 ・服部 ・庭窪一！の データ

は ，約5000〜4000年前 の 海水 面が 約7000〜6000年前 の そ

れ とほぼ同 じか ，や や 高い 水準 に あ っ た こ と，海域 は 次

第に 三角州に よ っ て埋 め た て られた が ，淀川 の 三角州の

発達が著 しか っ た こ とを示 し てい る．上町台地北方の 砂

州は 天 満か ら長 柄付近 に まで 延 び た と推定 され る．こ の　
『

時代を筆者 らは 河内湾 皿の 時代 とよぶ こ とに す る．この
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時代に ，淀川主流は よ く延び た 三角州 の 先端部で 流れ の

方向を か え た ．お そ らく，冬期の 強 い 西 風 を うけ て，突

出し た 三角州 の 尖端部 の 砂質堆積物 が 離水 して 砂州 を 形

成 し た た め と考 え られ る．淀川主流が大阪市域に 入 ろ う

とす る あた りで ，こ の 方向転換が お ぎてい る （第 7図）．

前面 に 形成 され た大きな砂州の 跡 は ，東淀川 区 の 東端 の

江 口 ・大道付近 に 残 っ て い る．こ の 砂州に よ っ て右折 し

た 流水は そ の こ安威州 に 合流，左折 し た 流水は 現在 の 淀

川 で あ る．な お ， 右折 した 流水 は 延暦年間 （788年）に

和気清磨 の 三国川 （神崎川）捷水路工事に よっ て ， 現在

の 流路 を と る よ うに な っ た．

第 7 図　河内ta　llの 時代 （約5000〜4000年前 ，繩文

　　　　時代前期末〜縄文時代中期） の古地理 図

　 4 − 4　 河 内潟 の 時 代 （約 3000〜2000年前）

　約 3000〜2000年前 （繩文時代晩期〜弥生時代前半） の

4C
年代値 に は ，日下貝塚 （GaK −170）・庭窪

一2 （GaK −

199）・藻川
一1 （GaK −490）・南森町 （GaK −213）・淡路

新町
一1 （GaK −362） の 測定値が ある．

　 日下 貝塚の 試料は 日下遺跡 （標高25m） の 地表下 0．7

m か ら塚取 し た 貝塚中の 貝殻で あ る．月下遺跡は 繩文時

代晩期か ら弥生時代に わた る もの で あるが ， 試料の
11C

年代は 3060土 110年 B ．P ．で ，縄文時代中期 ・晩期境界

付近 の 年代値を示 し て い る．貝塚を媾成 し て い る貝殻に

は ，セ タ シ ジ ミ （Corbicula 　sandai ） ・ハー
マ グ リ ・マ ガ
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キ な ど淡 水 凄 ・
海棲貝 の 両者 が み とめ られ る が，そ の 99、

％を しめ る もの は セ タ シ ジ ミで あ る．当時，河内平野 に

は 潟が拡が り，淀川水系 の 流入 と と もに ，その奥部 に は

セ タ シ ジ ミ の 棲息し うる 淡水域 が 存在 した と 推 定 さ れ

る．

　庭窪一2の 試料は ，前項 で 説明 した浄水 場 工 事現場 の

マ ガ キ 含有層の 上 位 に の る植物遺体片を含有す る淡水成

砂層 （地 表下 3．O 〜 3．5m ） か ら採取 し た材化石で あ る

（第 2 図 8 ・10）．こ の 材化石 の
11C

年代 は 2820 土 90年

B ・P ．で あ る．本 植物遺体片含有砂層は 三角州の 発達 に

ともな っ て ， 河川ぞい に 堆積 した 地層 で あ ろ う．

　藻川 一1の 試料 は ，前 々 項で の べ た材片 の 密集 し た青

灰色砂層を お お う砂礫層 （厚さ 6m ）基底部産 の 材化 石

で あっ て ，その
yc

年代 は 2700 ± 90 年 B ・P ・で あ る （第

1 図 7 ・i5）．こ の 砂 礫層 は 自然堤防を構成 し て い る（藤

田和夫，　1966）．

　南森町 の 試料は ，南森 町 交 叉 点南方 100m の 地点の エ

事現場 で ，地 炎下4．Om に 伏在す る天満層を不 整合 に お

お う砂層中の 腐植土 （地表下 3．5m ）で あ る （第 2 図
・

6）．試料の
1
℃ 年代 は 2270 土 工00年 B ．P ．で あ る ．腐植

土層 よ り下位 の 砂層は砂州，上位の 砂層は 砂丘層で あ る

可能性が 大きい．

　淡路新町 の 試料は 大阪市下水暗渠 工事現場 か ら採取 し

た も の で あ る （第 2図 3 ・5 ）．こ こ で は ， 地表下7．5m

に チ リ メ ン ユ キ ガ イ （Standella　ca ψiUacea）・ハ マ グ リ

・マ ツ ヤ マ ワ ス レ などを ふ くむ粘土質細砂層が あ る．淡

路新町
一1 の 試料は こ の 粘土質細砂層中の 貝殻 で ，その

1
℃ 年代 は 2260 土 90 年 B ・P ，で あ る．チ リ メ ソ ユ キ ガ イ

は 現在 で は イ ソ ド・フ ィ リ ッ ピ ソ ・台湾 の 半淡水 に 生き

て い る貝であっ て ，日本 で は 大 阪の 沖積層の み か らそ の

産出が知 られ て い る．含貝化石粘 土質細砂層の 上位 に は

砂礫層 （0．5m ）・泥炭層 （0．Im ）・砂層 （45m ）が か さ

な り，泥炭層に は 琵琶湖水 系淡水貝がふ くま れ て い る．

こ の 淡水貝殻が淡路新町
一2で ある．

　上 に の べ た各試料の データ か ら，約3000〜2000年前に

河 内平野に 潟 の 存在 した こ とが推定され る （第 8 図）．

上 町台地 の 北端か ら北方 に の び る砂 州 が さ らに 発達 し ，

大阪湾と河 内湾 の 連絡 口 が 狭 くな っ た た め で あ る．淀川

・大和川 ・
猪名川な どの 三 角州 の 発達 に と もな い 、遺跡

  分布も三角州前面 地 域 に 拡 が っ て きて い る ．淡路新町

に 多産す るチ リメ ソ ユ キ ガ イは 現在 の 熱帯〜亜 熱帯地域

の 河 口 部 の 半淡水 域に すむ貝 で あ り，大阪湾と河内平野

の 潟 の 連絡 口 部に 淡水 の 影響が お よ ん だ こ と，ま た 日下

貝塚 の 貝殻の 99％ を しめ る セ タ シ ジ ミは 潟 の 奥部に 淡水
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　第 8図　河内潟 の 時代 （約3000〜2000年前， 繩丈時

　　　　　代晩期〜弥生時代前半） の 古地 理 図

域 が存在 し た こ とを示 して い る．さらee，淡路新町が 大

阪沖積層の チ リ メ ン ユ キ ガ イ最多産生出地 点で あ る こ と

は ・約2300年前の 気候 の 暖化を示 し てい る の か もしれ な

い ．筆 者 らは こ の 時代 を 河内潟 の 時代 と よぶ こ とに す

る．

　 4 − 5　河 内湖 1の 時代 （約1800〜160e年前）

　約1800〜1600年前 （弥生時代後期〜古噴時代前期）の

14C
年代値と して は ， 森の 宮遺跡 （GaK −292）・淡路新町

一2 （GaK −363）・
難波宮 （GaK −114）・難波宮

一2 （GaK
−324）の 測定値が あ る．

　森の 宮遺跡 （大 阪 市 東区森 の 宮市立労働会館内） の 試

料は 出土 した セ タ シ ジ ミの 貝殻で ，そ の
UC

年代 ex1800
± 120ffB．P．で ある．本遺跡は弥生 時代の もの で あ る．

　淡路新町
一2 の 試 料 は ，前項で 説明 した 地褒下 7．Om

の 泥炭層 （厚 さ0．lm）に ふ くまれ て い る淡本貝化石で ，
そ の

1
℃ 年代は 16fO± 80年 B ．P ．で ある （第 2 図 3 ・

5 ）．こ れ らの 淡水貝化 石群 集 は オ ト コ タ テ ボ シ （lnver・

sidens 　trandti）。セ タ イシ ガ イ （lnversidens　hirasei）
・イ ケ チ ョ ウガ イ （HyrioPsis　S ‘hlegeli）・セ タ シ ジ ミ

など琵琶湖水系の 種 で 構成 され て い る，泥炭層 の 上に か

さな る砂層 も， その 最下位 （地表下 6．6m 付近まで ）に

セ タ シ ジ ミを ふ くむ．泥炭層 よ り上 位の 地 層は 湖沼成〜

河成層で ある．

　難波宮の 試料は 大阪市東区法円坂 町の 同宮跡遺構発掘

地 より山根徳太郎 （1964）が 採 取 した もの で あ る．難波

宮 （GaK −114）は 仁徳天 皇 （約 A ．D ．400 年）時代 の 住

居跡か らの材で ， そ  
1
℃ 年代 lt　1610土90年 B ・P・で あ

る・難波宮一2 （GaK −324）は 孝徳天皇〜聖武天皇 （645
〜793年）の 宮跡 か ら出土 した木板 で ，そ の

】

℃ 年代 は

1530土80年 B ．P．で あ る．難波宮 の
itc

年代値 に つ い て
「

は ，史実 か ら推定 され る年代 との 閧係 に っ い て 更に 検討

が 必 要 と思 わ れ るが ， こ こで は ，問題の 焦点か らは ずれ

るの で，ふ れ な い で お きた い ．

　淡路新 町一2の デー
タ は ，約 1600年 前 に は す で に 河内

平野側の 水 域 が 完全な淡水湖に 移 りかわ っ て い た こ とを

示 して い 筍．天満 ・長柄か ら北方に の び る砂州は 北 に 延

びぎっ て，河内の 湖へ の 海水 の 侵入 を さえぎっ た ・淀川と

大和川 の 水 を あ わ せ た 河内の 湖 の 水 は ， 庄内の 東方で 現

在 の 神畸川ぞい の 水路を とお っ て 大阪湾に 流入 して い た

と推定 され る．長柄の 北方 の 砂州上 に 位置す る弥生時代
　 　 　 そ うぜ ん じ

末期 の 崇禅寺遺跡 （1958年に 梶山彦太郎が住 居 跡 を発

見，末発表）は 上記 の 砂州の 発達を うらづ け てい る．森

の 宮遺跡か ら 出土す る セ タ シ ジ ミ も河内 の 湖に すん で い

た と考え られ る の で ある （第 9 図），筆者 らは，こ の 湖

を河内湖 と名づけ，こ の 時代を河 内湖 iの時代 とよぶ こ

第 9図　河内湖 1の 時代 （約 t800A−160（墫 前 、 弥生

　　　　時代後期〜古噴時代前期）の 古地理 図
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とに す る．河内湖 は 淀川 ・古川 ・
寝屋川 ・大和川 ・東除

川 ・西 除川などの 三角 州 に よ っ て 埋 め た て ら れ て ゆ く

が ， そ の な ご りは 深野池 ・新開池 と して 江戸時代 まで存

続 した ．こ れ ら の 池は ，新大和川掘削 （1704年）後，，急

速に 埋 め た て られ ，鴻池新 田 ・
深野薪 田な どとな る．

　 以上説明 して ぎた第6 〜9 図の古地理図に示 した汀線

は ，淀川 ・大和川などの 三 角州 と上 町 台地 の 北 方 に 延 び

る砂 州 を 中心 に して 表現 し た もの で あ る．し か し な が

ら ， 弥生 時代 の 遣跡が低地 に 急激に進出する第 8 ・9 図

（河内潟 の 時代 ・
河内湖 i の 時 代） で は ，汀線 と低地遺

跡 との 関係 を 正確 に 復元 す る こ とは 困難で あ っ た ，これ

らの 図 に 包含され る時間が 相当長 い 期 間 に わ た る こ と

も，困難の 一
因で は あ るが，水 深 の 浅い 内湾 ・潟 ・湖 に

土砂流出量 の 多い 川が 流れ こ み ， 州が つ ぎつ ぎに 生長す

る よ うな 地 帯で は ， 後 雑 な 汀 線が 出現す るの が常 で あ

る．こ の 出入の 多い 汀線を正 確に 復元 す る に は ，確実な

遺跡 を数多 く見出す こ とが 必 要である，将来データが 蓄

積され る につ れ て ， 汀線 は書き改め られ て 行 くこ とで あ
ろ う．

4 − 6　河 内湖 且の 時 代か ら大 阪平 野 卜 ［の 時代

　　　（約 1600年前以降）　　　　　　　・

　　細 600年前以降 （古噴時代中期以降）の 大阪平野 の 変

遷 に つ い て は ，各項 で補足的に 多少説明 し て きた が ，ま

だ ほ か に 述べ ね ば な5ない こ とが 多い ．しか し，こ こ で

は ，大阪平野の 発達史の うえで と くに 重要 と考 え られ る

い くつ か の 問題に つ い て 推論を の べ る に と どめた い ．

　 1）　仁徳天皇 の 掘江 　　　　　　　　　　　　
t

　淀Jliの 鳥趾状三角州の 先端部が，上町台地 よ り北方に

長 くの び た 砂州に 近づ い た 時 （第 9 図），淀川 は 遂に は

こ の 砂州を横断 して ，直 接 大 阪 湾 に 流れ出す こ とに な

る．それ まで淀川 ・
大和川 の 二 主要河川 の 水 は 河内湖を

とお り， 北方 の 庄内付近で 大阪 湾に 流入 k．て い たが，と

もに 新水 路を とお っ て 大阪湾に 流れ出す の で ある．しか

し，淀川三角州の 発達 と と もに ，洪水時に は 河 内湖に 水

が 停滞 し，湖 水 位 は 高 ま っ た で あろ う．こ の よ うな場

合洞 内湖 の水 眦 較的瀦 の 低 い ，砂YIH　o 基 zz（大阪

城 の 北） よ り演 然 晒 方 の 海略 れ出 る こ とが教 ら

れ る．

　こ の よ うな状態は 5世紀頃 と思わ れ るが，河内湖 の 水

位を下げるた め に，当 時の 人 達が，こ の 盗水箇所 を さ ら

に 掘 り下げ て ， よ り以上の 排水 を図 ろ うとした の は，当
然の こ とであろ う．

　N 本書紀第十
一

巻，仁徳天皇 の とこ ろに ，つ ぎの よ う

　 な こ とが記 され て い る、 tt’i−一一年の 夏四月，戊寅 の 朔 に

　 し て 甲 午の 日，群臣 に 詔 した ま ひ し く， 「今朕，こ の 国

　 を視るに ， 郊沢ひ ろく遠 くして 田 圃少な し．また 河 の 水

　 横に な がれ て 流末 とか らず．い さ さか 霖 雨 に 逢へ ば ，海

　 潮逆上 りて ，巷里船 に乗り ， 道路また うひ ちな り，故，

　群臣共に視て ， 横の源を さ くりて海に 通し，逆ふ る流を

　塞 ぎて 田宅を全 くせ よ」 との りた まひ き．冬十月，宮 の ．

　北の 郊原を掘 りて，南 の水 を 引きて西 の 海 に 入 れき．因

　 りて，その 水に なづ けて堀江 と日ふ ．又北の 河 の こみ を

　防 が む とし て，茨田 の 堤を築ぎき．”（武 田祐吉，1954）．

　　記紀編さん 期 まで 畏い 間，ロか ら耳へ 語 り儀えられた

　こ れ らの 記事を，全面的に 信ず る こ とは で きな い が ，当

　時 の 社会 は す で に壮大 な仁徳天皇陵を造営 し得るほ どの

　生産力を保有してい た ．河内湖 に 川水を流 しこ む 淀川上

　流左岸自然堤防の 決壊箇所を塞ぐた め ，茨田 の 堤が 築か

　れ ，また河内湖 の 滞水 を排除するため に，宮の 北に 難波

　堀江が開削された こ とは うなずけ る．

　　こ うして 大阪城 の 北 に ，現在大阪市 の 中心部を流れ る

　大川が流れ出 した 時，淀川の 川水 の 一部は ，河内湖 の水

　が北流 して い た水 域を反対に 南流 して，西 ・北流 して き

　た 河内湖 の 水 と含流 し，開削 され た大川 か ら海に 流れ 出

　し ， 現在 の 流路 の元 に な っ てい っ た と考 え られ る．大川

の 開削に ともな ・

乱 開削鮒 近 か らその 北方に か け て

の 河内湖の 水域は 長柄船瀬 と して ， 奈良時代 を通 じて 難

波 に 出入す る船舶の よい 碇泊地 とな っ た．お そ らく遣唐
使が船出 して い っ た の もこ の 碇泊地か らで あ っ た と推測
され る の で ある．大川開削後 の 河内湖 を 河 内湖 1と よ

ぴ，こ の 時代を河内湖 Eの時代とよん で お く．

　河内湖が大jl［開削部付近まで 埋め た て られ る と，大 川

の 三角州が 西大阪に 発達しは じ め る ， 大阪平ge　1の 時代

の は じ ま りで あ る．土 佐堀川
・
堂島川 ・蜆川や 中之島 ・

堂島は大川 の 三角州上 の 分流 ・
中州とし て発達した もの

であ る，

　 も し上 に の べ て きた よ うな一連の 推 論 が 正 し い なら

ば，仁徳天皇 の 堀江掘削は，大 阪 付近 の 自然地理的地形
の 変遷に ，人 工 の 影響が 大きく加え られ た 最初 の もの と

な るで あろ う．

　2）　　沿 岸 り可ll

　海岸 に そ っ て 沖 に 帯状 に つ らな る砂 の 堆積地形 は 沿岸
州 と よ ば れ るが ， 大阪に お け る か つ て の 沿岸州 の うち最
も顕著なもの は ， 木津川左岸か ら中之島 付近に 到 り， ゆ

るや か に 左折 し て ，尼崎市 金楽寺付近まで，美 しい弧を

画 い て い る （第 9 図）．弥生 ・古噴時代 と時をへ るに し

た が っ て，沿岸州と沿岸州 ・沿岸州 と海岸 の 間は，お も
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に 河川 の 搬 出 す る堆積物に よ っ て 埋 め られ てゆ くが ， そ

の 跡 に は後背湿地が あ とあと まで 残 され る．

　第 9 図に 示 し た 沿岸州 の 形成線 を 神 崎川 ・中 津 川

（1898年着工 ，1903年ほ ぼ完工 ，
1909年竣工 の 新淀川開

削前 の 淀川） ・大」［［（土 佐堀川
・
堂島川 ・蜆川）が横切

る時，同 じ よ うな 曲線を 示 す の は ，河 口 の 条件 を 同 じ く

した た め であろ う．各河川が ， 室町時代か ら江戸時代初

期に か けて の 間に ，沿岸州形成線をつ ぎつ ぎに 通 りすぎ

る と，三角州 の 発達は 急に 活発化して くる ，すなわ ち，

各河川 は 前面に 典型的な三角州をつ くりなが ら，現在 の

海岸線まで の 地 形を 形づ くっ て ＠ く．上 流で それ まで 沈

澱池 の 用を な して い た 河内や豊中方面 の 水域が 埋 めつ く

され た の で ，大阪湾に 流出する土砂の 量 が 急 激 に増加

し，い ままで 主導権をに ぎ っ て い た 前面海域 の 波浪 ・海

流な ど沿岸州を 形成す る要因 よ りも，土砂 排 出量 の 方が

卓越す る よ うに な っ た の が，そ の 最 も大きい 原因と見ら

れ る．沿岸州形成線 よ り海側 に 三 角州形成 が 活発化 した

時代 は 現 在の 大阪 平野 の 時 代 で あ る．筆者 らは こ の 時代

を大阪平野 睚の 時代とよぶ こ とに す る．な お，江戸時代

中期 （1704年） の 新大和川 （
一

般に 大和川 と よばれ て い

る ） の 開削は ，大阪 の 三 角州地帯 の 南端に 新 しい 三 角州

地帯を追加 した．

　沿岸州の あ とに は ，集落が 発達 し，大阪 か ら西 国 に む

か う古道が通 じ る よ うに な る．ま た，大阪市 中 心 部 に

は，中之島付近 の 大川の 東西の 流れに 直角な 水路 と平行

な水 路 が，戦国 時 代か ら江戸時 代 に 盛ん に 掘 られ た が，

これ らは 比較的土地の 低 い とこ ろ を え らん で，開削され

た こ とが考えられ る。まず，大阪城 の 外堀 と して 掘 られ

た 東横堀や そ の 西 に 平行す る西横堀は後背湿地 の 跡とみ

られ ， そ の 間 に あ る船場 ・島 の 内は沿岸州，道頓堀は潮

口 の 跡 とみ られ る の で あ る．

5　 あ とが き

　筆者らlt，大阪市立大学理 学部に 地学教室が創設 され

た ig50年か ら数年間に わ た っ て ，同地学教室主催 で 毎月

1回 開 か れ て い た 大 阪地学懇談会で 知 りあ っ て 以来，大

阪平野の 発達史に つ い て ，た が い に 考えあ っ て ぎた．こ

の 論文 は ，そ の 一応 の ま と め で あ るが ，ま だ大 阪平野発

達 史 の 概略 を 推論 した もの に す ぎな い か ら，将来改め て

ゆか ね ば な らない とこ ろ も多い こ とと思 う．

　こ の 硯究をすす め るに あた っ て 筆 者 ら は ，
寉
糊 の

一

生
”

（湊正雄 ，1951）か ら教 え，られ る と こ ろ が 多か っ た ．

1965年の
睥
沖積世に お け る海水準変化の シ ン ポ ジ ウ ム

”

の 折に ご助言い た だ い た こ と とあわ せ ，北海道大学 の 湊

正雄教授に厚 くお礼申 しあげ たい ．また， HC
年代 の 測

定を依頼 した学習院大学の 木越邦彦教授 とそ の 殀究室 の

メ γ パ ー，茨田 諸 口 の
1
℃ 年代 試料 の 産出 層 準に っ い て

ご教示い ただ い た大阪市立 自然科学博物館の 千地万造館

長，1℃ 年代試料や 地質資料の 提供を うけ た 応用地質調

査 事 務所大 阪支所 ・国鉄大阪駅工 事局 に も厚 くお 礼申し

あげます，
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The　Developme 皿tal田 8亡ory 　of　the　O8aka　Plaim

　 with 　Refεrenoe8 　to　the　Radio−carbon 　I）ates

Hikotaro　 KA∬YAMA 　 and 　 Minoru　 IT耳HARA

（Abstract）

　Having 　 carried 　out　the　study 　of 　the　latest　alluvial

deposits （the　 Nanba 　Fomlation）三n 　Osaka　since 　the

1950s，　 the　writers 　revealed 　that　 the　Clevelopmental

history 　of 　the　Osaka　Plain　can 　be　divided　into　n 三ne

stages ・　In　this　paper，　 numerous 　data　 on 　fossi三s，　 se ・

dimentary　facies
，
　 topography，　 prehistorical　remains

and 　h三storical　facts　are 　synthesized 　under 　the　strati ・

graphica 】 success 量ons 　and 　the　radiorcarbon 　dates．

　Nine　 successive 　stages 　in　 the　 development 　 of 　 the

Osaka　Plain
，
　 wi 亡h　approxjmate 　radio −carbon 　dates，

are 　 as 　 follOWS．

　重．　The 　stage 　of
’
the　paleo−Osaka 　Plain （ca ．20000

y ・B ・P ・，Wijrm 　 maximum ，　 Pre−Jomon　 age） ： The

geomorPho 夏og 重cal 　features　of　the　Paleo − Osaka　Plain
are 　guessed 　by　the　relief 　map 　of 　the　base　of 　the

latest　alluv 三a エ dep・sits （Fig．4）．　 The 　ri・er　system

of 　the 　Paleo−Osaka　R三ver 　was 　widely 　developed ．

2・The　stag ・ ・f　the　Pa王・・
− K ・ w ・・hi　Pl・i。 （ca ．

9000y ・B ・P ・，　 ear 王iest　Jomon　age ） ： The　sea − 1evel

was ・ver 　20m 　 l。 wer 　 than 　 the 　present　 sea − 1eve1．

Osaka　Bay 　 aエready 　existed ，　but　the　Kawachi　 area

was
　n °t　covered 　by　sea −water 　as 　yet．

3・Thest ・g・ ・fK ・w ・・hiB ・yl （、a ．7。。。〜60。0

y ．B ．P ，，　 the　f三rst 　half　 of 　 early 　 Jomon　age ） ： The

sea −level　 reached 　the 　same 　level　as　the　Present　one 。

The 　Palee −kawachi　 Plain　was 　 widely 　 covered 　by

sea −water ．　A　sand − bar　was 　developed　on 　the　north

of　the　Uemachi　Upland （Fig．6）．

　 生 　The 　stage 　of 　Kawachi　Bay 聾（ca ，5000〜400G

y ，B ．P．，latest　 early 　Jomon〜middle 　Jomon 　age ）：

The 　 sea −1evel　 was 　in　the　 same 　level　 as 　 one 　 of 　 Ka ・

wachi 　Bay 　 I　 or
−in　a 　s三ightly　higher　level　than　that．

The 　delta　of 　the　 Yodo 　River　 was 　 we 三1　 developed．

The 　 sand − bar　 was 　further　developed 　to　the　north 　of

the　Uemachi　Upland （Fig．7）．

　5．　The 　s亡age 　of　Kawachi 　Lagoon （ca ，3000〜2COO

y．B ．P ．， 1atest　Jomon〜the　first　half　of　Yayoi　age ）：

Owing　to　the　developrnent　of 　the　sand − 1〕ar 　north 　of

the　Uemachi 　 Upland ，　 Kawachi 　Lagoon 　 was 　formed ．

Standella　 cal 》illacea（tropical 亡o 　subtropical ，　 brackish

water 　 specles ）　at　 the 三nlet 　 and 　Cerbicula　 sandai

（Lake　Blwa ，　freshwa亡er 　species ）1n　the　inner　part

are 　character 量stic 　（Fig、8）．

　6．　The 　 stage 　 of 　Lake 　Kawachi　 i（ca ．1800〜苴600

y ．B．P ．，1ate　Yayo 正〜 early 　 Kofun　age ） ： Through

the　subsequent 　developrnent　 of 　the　 sand − bar　en 　the
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north  of  the Uemachi  Upland, Kawachi  Lagoon  ch-

anged  into Lake  Kawachi･ The delta of the Yodo

River tinally reached  the sand-bar  (Fig. 9).

 7. The stage  of  Kawachi Lake  ll (Nifitokur-Nara
age)  : I,n the time of  the Emperor  Nintoku (ca. A.
D. 400), Ookawa (the Oo River) was,excavated  at

the base of  the aforesaid  sand-bar.  A  part of  Kawa-

chi Lake  near  the excavated  outlet  was,an.important

port c411ed  
"Nagarafunase"

 till the latgr Nara age.

 8. The stage  of the Osaka Plain I (After Nara

age)  : Each delta oi rivers filled the sea-area  behi-

nd  the line of  formation of  the offshore-bar  (Fig･9).
The Plain began  to be developed  in west  Osaka.

 9. The stage  of  the  Osaka Plain E (Aiter Muro-

machi.vearly  Edo age)  : Each  de!ta was  rapid]y  de-

veloped  beyond  the aforesaid  line. This  stage  is the

present stage  of  the Osaka Plain.

1


